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ボーリング柱状図
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県足利土木事務所河川防災部 2007-11-13 ～ 2007-11-15
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盛土
(BS)

44.59 4.05 5.85

玉石混り
砂礫
(GS-B)

39.99 4.60 10.45

粘土混り
砂礫
(GS-C)
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礫混り砂質粘性土による盛土
所々に多量の礫混じる
径φ＝10～80mm、玉石の最大径
φ＝130mm

礫径φ＝3～25mmの亜角礫主体
径φ＝25～80mmが混じる
所々に玉石が点在
削孔すると若干逃水
若干、崩壊する

礫径φ＝3～25mmを主体
径φ＝25～85mm程度が混じる
6.50～6.85m、粘土を挟む
削孔すると若干逃水
若干の崩壊性あり
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